
※殺虫剤を散布する場合は、 訪花昆虫に対する薬剤ごとの安全使用基準を徹底する。

くん煙法
薬　　　剤　　　名 RAC 燃 焼 法 対 象 病 害 虫 使用量の目安 時期 回数 薬　　　剤　　　名 RAC 燃 焼 法 対 象 病 害 虫 使用量の目安 時期 回数

トリフミンジェット 3 自　燃　式 うどんこ病 400㎥当たり 50ｇ 前日まで ５回以内 マブリックジェット 3A 自　燃　式 ハダニ類 400㎥当たり 50ｇ ３日前まで ２回以内

　　【注意】　マブリックジェット は眼に対して刺激性があるので煙が眼に入らないように注意し、散布後の作業にもマスクを着用する。眼に異常を感じた場合は直ちに水洗いし、眼科医の手当てを受けて下さい。

作業 ＲＡＣ
コード 薬　剤　名

使　用　方　法 対　象　病　害　虫

注　意　事　項
倍　　　　率 散布量(10a)

使用時期 
収穫前日数

使用回数
アブラ
ムシ類

アザミ
ウマ類

コナジ
ラミ類

ハモグリ
バエ類

ハダニ類

定
植
時

１Ｂ ダイアジノン粒剤５ 4～6㎏/10a　全面土壌混和又は 
　　　　　　　　作条土壌混和

は種時又は 
定植時 2回以内 ●登録：ケラ、ネキリムシ類

４Ａ ベストガード粒剤 2g/株　植穴処理土壌混和 定植時 １　　回 ●
ミナミ 
キイロ 

●
●

４Ａ ダントツ粒剤 2g/株　植穴処理土壌混和 定植時 １　　回 ●
ミナミ 
キイロ 

●
●

トマト 
●

生

　育

　期

４Ａ ベストガード水溶剤 1,000倍 100～300ℓ 7日前まで 3回以内 ●
ミナミ 
キイロ 

●
●

４Ａ ダントツ水溶剤 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 3回以内 ●
ミナミ 
キイロ 

●
● ● ●登録：ウリハムシ

３Ａ アディオン乳剤 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 5回以内 ●

４Ｃ トランスフォームフロアブル 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 3回以内 ● ●

※ミツバチ放飼期間中は使用を避ける。

９Ｂ コルト顆粒水和剤 4,000倍 100～300ℓ 前日まで 3回以内 ● ●

29 ウララＤＦ 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 2回以内 ● ●

１Ｂ マラソン乳剤 1,000倍 100～300ℓ 前日まで 3回以内 ● ● ●登録：ウリハムシ

23 モベントフロアブル 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 3回以内 ● ● ● ●

10Ｂ バロックフロアブル 2,000倍 100～350ℓ 前日まで 2回以内 ●

20Ｂ カネマイトフロアブル 1,000倍 150～300ℓ 前日まで １　　回 ●

20Ｄ マイトコーネフロアブル 1,000倍 100～300ℓ 前日まで １　　回 ●

25Ａ ダニサラバフロアブル 1,000倍 100～350ℓ 前日まで 2回以内 ●

６ コロマイト水和剤 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 2回以内 ●

33 ダニオーテフロアブル 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 2回以内 ●

30 グレーシア乳剤 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 2回以内 ● ● ● ● ●登録：ウリノメイガ、オオタバコガ、ハスモンヨトウ

６ アファーム乳剤 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 2回以内 ● ● ● ●登録：ウリノメイガ

11Ａ ゼンターリ顆粒水和剤 1,000倍 100～300ℓ 発生初期 
前日まで ― ●登録：アオムシ、オオタバコガ、ヨトウムシ

害虫防除【殺虫剤】

作業 ＲＡＣ
コード 薬　剤　名

使　用　方　法 対　象　病　害　虫

注　意　事　項
倍　　　　率 散布量(10a)

使用時期 
収穫前日数

使用回数 つる枯病 べと病 うどんこ病

育
苗
期
〜

生
育
期

Ｍ３ 
ＵＮ ジマンダイセン水和剤 600倍 100～300ℓ 7日前まで 5回以内 ● ●

●登録：斑点細菌病、炭疽病、疫病
※育苗期：２～３葉期頃から散布する。

※【ＥＢＩ剤】耐性菌出現防止のため総使用回数２回以内とする。
※マンゼブを含む（テーク、ジマンダイセン）総使用回数は５回以内

生

　育

　期

３ 
Ｍ３ 
ＵＮ

テーク水和剤 600倍 100～300ℓ 7日前まで 5回以内 ● ● ●

Ｍ５ ダコニール1000 700倍 100～300ℓ 3日前まで 5回以内 ● ●
●登録：つる枯病（1,000倍）

※ＴＰＮを含む（ダコニール、プロポーズ）総使用回数は５回以内
※ ダコニール剤（ダコニール、プロポーズ）を３回以上連用すると茎葉が硬化す
るため注意する。

Ｍ５ 
40 プロポーズ顆粒水和剤 1,000倍 100～300ℓ 3日前まで 5回以内 ● ●

Ｍ７ ベルクート水和剤 1,000倍 100～300ℓ 前日まで 5回以内 ● ●
※ 交配２～３日前から交配２週間後までの幼果期の時期は、薬害の恐れがあるの
で使用を避ける。

21 ランマンフロアブル 1,000倍 150～300ℓ 前日まで 4回以内 ●

11 アミスター20フロアブル 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 4回以内 ● ● ●
※浸透性を高める効果のある展着剤を混用すると薬害を生じる場合がある。
※【ストロビルリン系】耐性菌出現防止のため総使用回数は２回以内とする。

２ ロブラール水和剤 1,000倍 100～300ℓ 前日まで 4回以内 ● ●登録：菌核病

３ スコア顆粒水和剤 2,000倍 200～400ℓ 前日まで 3回以内 ● ●

７ ネクスターフロアブル 1,000倍 100～300ℓ 前日まで 3回以内 ● ●
※【ＳＤＨＩ剤】
　耐性菌出現防止のため連用は避け、総使用回数は２回以内とする。

９ フルピカフロアブル 2,000倍 100～300ℓ 前日まで 4回以内 ●

病害防除【殺菌剤】

令和８年用ハウスメロン病害虫防除基準
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